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 本部役員等任務分担 

   会   長 石田 敦子   

   副 会 長 宮下 裕美   

 副会長（学級専門部） 小林 美智   

   庶   務 村山 未樹   

    会  計 大西 忍   

事業役員(ベルマーク部) 道久田 はるみ   

事業役員(文化教養部) 板倉 華恵   

事業役員(広報部) 片岡 真有美   

事業役員(保健体育部) 今西 望   

事業役員(地域安全部) 加藤 恵美   

顧  問 

会  計 

庶  務 

第 ２庶 務 

辻村 登喜男 

荻野 綾 

今西 涼子 

近澤 良武 

薪小学校 校長 

薪小学校 教頭 

薪小学校 副教務 

薪小学校 教務主任 

 

本部役員 

会長 

副会長 

会計 

庶務 

事業役員 

各地域安全部 

地域委員長 

地域委員 

総  会 

地域 PTA 活動 



月

本部 第１回本部役員会

地域 地域仲良し会

地域 登校指導

地域 新１年生下校指導

５ 地域 登校指導

地域 登校指導

地域 交通安全要望書校内調整会

本部 第３回本部役員会　第２回実行委員会

地域 登校指導

地域 地域仲良し会・下校指導

8 本・実 第４回本部役員会　第３回実行委員会（書面会議）

10 地域 登校指導

本・実 第５回本部役員会

地域 登校指導

本・選 選挙管理委員会

本部 第６回本部役員会／第５回実行委員会

地域 登校指導

地域 地域仲良し会・下校指導

地域 登校指導

本部 第７回本部役員会（書面）

地域 登校指導

本・選 互選会

本・実 第８回本部役員会

地域 地域仲良し会・下校指導

地域 登校指導（新班）

広報 かんなび発行
３

令和3年度　事業報告
事　　　業　　　内　　　容
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令和４年度 ＰＴＡ活動方針 
 

私たちＰＴＡは、子どもたちの健やかな成長を願い保護者と教職員が協力して、学校教

育および家庭教育について理解を深め、学校・家庭・地域社会の連携をもとに学習し、実

践するＰＴＡ活動を以下のとおり推進していきます。 

 

１ 家庭教育の充実を図る 

  家庭の果たす役割を見つめ直し、子どもによりよい生活習慣を身につけさせるた

め、保護者として子どもと共に学び、共に育つ自覚を高め、責任を果たし家庭教育の

充実を図ろう。また、親子の対話を増やし、絆を深めるとともに、ふれあいを大切に

しよう。 

２ 学校との連携を密にする 

  保護者と教職員との話し合いを深め、学校教育への理解と協力を進めていく上で

連携を密にし、子どもの健全育成に努めよう。さらに、教育環境の整備、充実を図る

とともに安全確保に努めよう。 

３ 地域社会や関係機関との連携を強める 

  子どもたちのために豊かな環境づくりを進め、生活安全、交通安全と非行防止に

努めよう。また子どもたちの安全、安心を地域全体で見守っていけるような幅広く

強い連携を推進しよう。 

４ 会員同士の親睦を深める 

  ＰＴＡ活動内容や学校の様子を周知し、会員相互の信頼と団結を図るとともに、会

員の教育活動への参加を促進しよう。また、ＰＴＡ活動などを通じて、会員相互の親睦

と修養を図ろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明るい未来 みんなでつくる笑顔の輪 



本部

４月 ２１日　本部役員会 ８日　　地域仲良し会
１２日　　登校指導
８日～１５日
　　　　１年生下校指導

見守り活動

５月 １９日　本部役員会 １０日　　登校指導 見守り活動

６月 １６日　本部役員会     ２日　　登校指導 見守り活動

７月 １５日　地域仲良し会     １日　　登校指導 見守り活動

８月 見守り活動

９月 １５日　本部役員会 　１日　　登校指導 見守り活動

１０月 　５日　　登校指導 見守り活動

１１月 １７日　本部役員会 　２日　　登校指導 見守り活動

１２月
１５日　本部役員会
　　　　選挙管理委員会

２０日　地域仲良し会 　２日　　登校指導 見守り活動

１月 １９日　本部役員会 １２日　　登校指導 見守り活動

２月 １６日　本部役員会 　７日　　登校指導 見守り活動

３月 １日　　地域仲良し会 　２日　　登校指導 見守り活動

地域安全部
令和４年度　ＰＴＡ事業計画(案）





改正前 改正後

1 第７章 雑則　第２０条（サークル活動） 削除

2 第７章 雑則　第２３条（サークルの設置） 削除

3

選挙規定
第２編
本部役員
選出
第９条

各地域より男女各１名の役員候補を２
月２７日までに選出し、選挙管理委員
長に報告する。

各地域より１名の役員候補を選出
する。
なお、各地域の役員候補者数は、
１月１日時点の５０世帯数当たり
１名を基本として算出する。
各地域の候補者数は、選挙管理委
員会と本部役員で協議の上、決定
することとする。

4
慶弔規定
第２条

次の場合には見舞金をおくる。 削除

5 第３条
教職員が転退職する場合は、5000円を
限度として記念品をおくる。

削除

薪小学校ＰＴＡ会則の改正について
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薪 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 則  

   第１章 総   則 

第１条 （名称及び事務局） 

      本会は京都府京田辺市立薪小学校Ｐ 

      ＴＡとよび事務局を薪小学校内にお 

   く。 

第２条 （会則および規定） 

      本会の運営はすべてこの会則ならび 

   に規定による。 

第３条 （目   的） 

      本会は会員相互の親睦と教養を深め、 

   学校と家庭が真に一体となることに 

   よって学区内に明るい教育環境を作 

      り、すべての児童の福祉を増進する 

   ことを目的とする。 

第４条 （基本方針） 

      本会の目的達成のために次の方針に 

      よって会務を遂行する。 

   (1)  教育を本旨とする社会教育関係団 

   体として活動する。 

   (2) 学校の管理運営や教職員の人事に 

   干渉しない。 

   (3)  営利的・宗教的・政治活動に関与 

   しない。 

   (4) 本会の運営はあくまで自主的なも 

   ので他の団体から支配や干渉は受け 

      ない。 

第５条 （事   業）     

      本会の目的達成のために次の事業を 

   おこなう。 

   (1)  明るく、生き生きとした学校作り 

   に会員全てが力を合わせ、児童の福 

   祉増進をはかること。 

   (2) 学校と家庭との連携を密にしてよ 

      りよい社会をつくることに努力する 

 

 

      こと。 

  (3) 会員相互の研修と親睦をはかるこ 

   と。 

  (4) その他、本会の目的達成のため必 

    要なこと。 

第６条 （地 域 制） 

     本会の運営上、次のとおり地域を設 

    ける。 

    北薪・東薪・西薪・一休ケ丘北・一 

    休ケ丘南 

 

   第２章 会   員 

第７条 （資   格） 

     本会の会員は本校に在籍する児童の 

   父母、またはこれに代わる保護者と 

   本校に勤務する教職員をもって構成 

   する。 

第８条 （権 利 義 務） 

     会員はすべての権利と義務を有する。 

    

  

      第３章 役   員 

第９条 （職   名） 

     本会に次の役員をおく。 

（本部役員） 

 会 長   １名 

副会長      ２名 

(内１名は学級専門部の事業役員をかね  

   る。) 

 庶 務      ２名（内１名は教職員） 

 会 計      ２名（内１名は教頭） 

  事業役員    ５名 
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 第10条 （選出及び就任）  

      役員は選挙規定に定める方法により 

   選出し、新役員は新年度（４月１日） 

     より就任する。 

第11条 （任   期） 

      役員の任期は１年とする。ただし再 

      任を妨げない。 

      補欠役員の任期は前任者の残任期間 

   とする。 

第12条 （任   務） 

      役員の任務は次の通りとする。 

   (1) 会長は本会を代表し、会務を執行 

   する。 

   (2)  副会長は会長を補佐し、会長事故 

   あるときはその職務を代行する。また、

      内１名は事業役員として学級専門部と

      の連絡調整を行う。 

   (3) 庶務は必要な会合の状況を記録し 

      本会の庶務をつかさどる。 

   (4) 会計はすべての収支の記録と領収 

   書を保管し、年度末に監査を受けて 

      決算報告をする。 

   (5) 事業役員は各専門部（ベルマーク部、

      文化教養部、広報部、保健体育部、地 

      域安全部）との連絡調整を行う。  

第13条 （顧   問） 

      本会に顧問をおく。 

      顧問は学校長とし、会の運営について 

      の協議に加わる。 

 

      第４章 委員会・専門部会 

第14条 （種類および構成） 

      本会に次の委員会並びに専門部会を 

      おく。 

(1)  実行委員会 

    本部役員・地域委員長・専門部長・学  

   

  年委員長・教職員代表・顧問・（特別 

  委員長） 

   (2)  地域委員会 

        地域委員・地域担任代表 

   (3) 学級委員会 

        学級委員・学級担任 

   (4) 学年委員会 

        学級委員長・学年主任 

   (5) 専門部会 

      ①ベルマーク部（学級委員） 

      ②保健体育 部（学級委員）     

      ③文化教養  部（学級委員） 

      ④広 報  部（学級委員） 

   (6) 選挙管理委員会 

   (7) 特別委員会 

        会長より委嘱をうけた委員 

第15条 （任   務） 

      委員会並びに専門部会の任務は次の 

      通りとする。 

   (1) 実行委員会 

        本会運営の全般と各種委員会・専 

      門部会の事業計画及び運営を検討審 

      議し実施する。 

   (2) 地域委員会 

        当該地域に関する事業を計画立案 

      し実施する。 

   (3)  学級委員会 

        当該学級に関する事業を計画立案 

      し実施する。 

   (4) 学年委員会 

        当該学年に関する事業を計画立案 

      し実施する。 

(5)  専門部会  

       専門部の会務を計画しその事業を 

     実施する。 

(6)  選挙管理委員会 

(7) 特別委員会 



 - 3 - 

 

      第５章 総会及び委員総会 

第16条 （総   会） 

      総会は本会の最高決議機関で原則と 

      して年１回とし、必要に応じて臨時 

      に総会を開くことができる。  

   (1) 総会は、会員の２分の１以上の出 

      席をもって成立する。 

        但し、委任状をもって出席に代え 

      ることができる。（両親が会員であ 

      る家庭の場合、一会員の出席をもっ 

      て両親が出席したものとみなす）。 

      委任状は総会の決定に従うものとす 

      る。 

   (2) 議決は多数決とする。ただし会則 

      の改正は、総会の当日までに改正内 

      容の要点を会員に通告し、総会で３ 

      分の２以上の賛成を必要とする。 

   (3) 総会に付与する事項は次のとおり 

      で、開催に先立ちその日時・場所・ 

      議題をあらかじめ通告しなければな 

      らない。 

      ① 会長選挙ならびに役員・各委員 

        の委嘱および承認。 

      ②  会則の改正 

      ③  事業ならび予算・決算に関する 

        事項 

      ④  第17条による委員総会の決議事 

        項の承認。 

      ⑤  その他重要な事項 

第17条 （委 員 総 会） 

      緊急を要する事項については総会に 

      代わる委員総会を開催し、協議する 

      ことができる。 

      委員総会は委員の２分の１以上の出 

      席をもって成立し、議決は出席者の  

      ３分の２以上の賛成を必要とする。 

 

       第６章 会   計 

第18条 （会   計） 

      本会の経費は会費・寄付金・事業収 

      益金およびその他をもってこれに充 

   てる。 

      会費は会員１名について月額２５０ 

      円とし、別に定めた規約による収支 

      は別途会計とする。 

第19条 （会 計 年 度） 

      事業および会計年度は毎年４月１日 

      にはじまり、翌年の３月３１日に終 

   わるのを原則とする。 

 

      第７章 雑   則 

第20条 （サークル活動） 

      会員１０名以上の希望者によりサー 

      クルをつくることができる。 

   (1) サークル加入者の互選により、部 

      長・副部長を選出し、会長に届ける。 

   (2) サークルの活動計画及び運営につ 

      いては、サークルの加入者の協議に 

      より決定する。 

   (3) サークル活動を助成するため、Ｐ 

      ＴＡより補助金を支給する。 

第21条 （選   挙） 

      役員および委員の選出については選 

      挙規定による。 

第22条 （慶 弔 規 定） 

      別に定める慶弔規定により支出する。 

第23条  

      サークルの設置・選挙規定・慶弔規 

      定については、実行委員会で協議の 

      上決定する。 

 

           付   則 

１．本規定は昭和６１年４月１日より実施 

    する。 
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２．平成６年４月１日一部改正する。 

３．平成９年４月１日一部改正する。 

 

４．平成９年１１月１５日一部改正する。   

  

  

                              選  挙  規  定  

   第１編 選挙管理委員会                 第２章 事   業                 

   第１章 総     則 

第１条 （目   的） 

      選挙管理委員会は次年度の役員の選 

      出事務を行う。 

第２条 （任   期） 

      当委員会の任期は会長から委嘱を受 

   けた日より本部役員の役職が決まる 

   日までとする。 

第３条 （委   嘱） 

   (1) 会長は１２月上旬までに委員の委 

      嘱の手続きをおえなければならない。 

   (2) 当委員会の委員は当該年度の卒業 

      会員のうち各地域１名とするが、卒 

      業会員のいない場合はこの限りでは 

      ない。 

第４条  （委員長および副委員長） 

      当委員会は、委員の互選により、選 

      挙管理委員長１名・選挙管理副委員 

      長１名を決定する。 

第５条 （計   画） 

      第１回の委員会を１２月末日までに 

      開催し、選挙規定に従い次年度の役 

      員選出日程を計画する。 

第６条 （辞   退） 

      現本部役員で辞退希望者は、所定の用 

   紙に記入の上、１２月末日までに選挙 

   管理委員長にその旨を届け出ることが 

   できる。 

 

 

第７条  

      立候補者のある場合は、地域で信任 

      投票を行い投票数の過半数によって 

      信否を決する。また、定数以上の立 

   候補がある場合は、投票等により選 

   出する。 

 

   第２編 本部役員選出 

第８条  

      会則第９条に定める役員の選出にあ 

      たっては、選挙管理委員の立ち会い 

      のもとで、当該年度の役員・地域委 

      員があたる。選出の方法は各地域会 

      員の合意を得た方法で選出する。 

第９条  

      各地域より男女各１名の役員候補を 

      ２月２７日までに選出し、選挙管理 

      委員長に報告する。 

第10条  

      各地域より選出された役員候補10名 

      は互選により、２月末日までに役職 

      を決定する。互選会の召集は選挙管 

      理委員長が行う。 

第11条  

      選挙管理委員会は、本部役員の役職 

   の決定次第、広報等により会員に周 

   知する。 

 

 

 



 - 5 - 

 

    第３編 地域委員選出 

第12条  

      地域委員の定数は各地域４名を原則 

      とする。但し、地域の実情により地域で 

      協議の上増やすことができる。 

第13条  

      地域委員長・副委員長は互選により 

      決定する。 

第14条 

      選出期間は本部役員選出後速やかに 

      現地域委員によって決定し、本部役 

      員に報告する。 

 

  第４編 学級委員及び専門部員の選出 

第15条         

      学級委員選出については、年度始め 

      に学級別に懇談会を開き、話し合い 

      により選ぶ。その際、司会は前年度 

      の学級委員があたる。 

      但し、１年については本部役員がこ 

      れを代行する。 

第16条  

      当該年度の役員および地域委員以外 

      より選出する。 

      候補者が他学年と重複した場合は、 

      上学年より決定する。 

第17条 

      学級委員の定数は学級３名とし、内１  

      名を学級委員長とする。また、学級委 

   員は学年委員となる。 

 

第18条 

   (1) ベルマーク部・保健体育部・文化 

      教養部・広報部の専門部員の定数は、

      学年委員を除き各学級委員１～２名 

      とする。 

   (2) 地域安全部は各地域委員で構成す 

      る。 

第19条 

      各委員会の正副委員長各１名および 

      各専門部の正副委員長各１名は、互 

      選により選出する。 

          付    則 

１．本規定は、昭和６１年４月１日より実施 

   する。 

２．平成９年４月１日一部改正する。 

３．平成９年１１月１５日一部改正する。 

４．平成１２年５月１９日一部改正する。 

５．平成１４年５月１７日一部改正する。 

６．平成２１年５月１３日一部改正する。 
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                           慶   弔   規   定  

 

第１条  会員及び児童・職員死亡の場合は次の定めにより弔慰金をおくる。 

       (1)  樒１対と５，０００円またはこれに準ずるもの。 

       (2) 弔意金についてその都度役員会において決める。 

      (3)  その他役員会が必要と認めた時は前項に準ずるものとする。 

第２条   次の場合には見舞金をおくる。 

    (1)  会員及び児童・職員が学校管理下において負傷または疾病により長期にわたっ

     て療養した場合。 

      (2)  会員及び職員の住居が災害により相当な被害を受けた場合。  

       (3)  前２項に準ずる事項で役員が必要と認めた場合。 

第３条  教職員が転退職をする場合は、５、０００円を限度として記念品をおくる。 

第４条  その他特別の事由が発生した時は、その都度役員会において協議して決める。 

   

                     申  し  合  わ  せ  事  項  

会員死亡の際 

    お通夜  本部・同学年学級委員長・地域委員長が参列。 

    会 葬    本部・同学年学級委員長・同地域委員 

     

                付    則 

１． 本規定は昭和５５年５月１３日より実施する。 

２． 平成９年４月１日一部改正する。 


